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概要  

リアルタイムシステムで使用するリアルタイムOSやハイパーバイザーに関する研究を

実施しています．これまでの成果の多くは，TOPPERSプロジェクトからオープンソース

として公開しています．ハイパーバイザーは応用毎に，民生機器向けのSafeG/SafeG64，

IoT機器向けのSafeG-M，車載制御システム向けのSafeG-Autoを用意しています． 

応用例  

SafeG-MによるIoTシステムの高信頼化・リアルタイム性保証． 

共同研究・受託研究の実績  

 車載マイコンにおける仮想化技術を用いた機能安全分離の実装検討，株式会社デン

ソーテン 

 車載制御向けパーティションOSのマルチコア対応強化についての研究，ルネサス エ

レクトロニクス株式会社 

 オフロードプロセッサ(Xtensa)向けハイパーバイザーの実現，ケイデンス・デザイ

ン・システムズ 

特許関連・論文など  

 T. Kawada, S. Honda, Y. Matsubara, H. Takada, "Design and Implementation of 

RTOS-Aware Control-Flow Integrity Mechanism for Microcontroller-Based 

Systems", コンピュータソフトウェア, Vol.39, No.2, pp.39-68, Apr. 2022. 

 本田晋也，"制御システム向けマルチコアSoCとそのソフトウエアの技術動向", シス

テム制御情報学会誌, Vo.66, No.1, pp. 8-13, 2022. 
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